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１．題材名　　すききらいをしないで食べよう　～楽しい給食～

２．題材の目標　


・好き嫌いしないでバランスよく食べることが健康な体をつくる上で大切なことを知り、偏食をなくそうと努力する。
・協力分担して給食の準備や後片付けをすることの意義がわかり、進んで給食準備や後片付けをしようとする態度を培う。

・楽しい会話をするなど、友だちと一緒に仲良く給食を食べることができる。

○食育の視点

　・食について興味を持ち、心や体の健康のために、望ましい食習慣の基礎を身に付ける。
　・食事の喜び、楽しさがわかる。
３．題材について

　　　低学年の児童は、好き嫌いが多い傾向にある。また、食べることより遊ぶことが大切というような場面も多く見られる。そこで、児童にはかかわりの大きい学校給食を取り上げ、食への興味を持つ中で、偏った食べ方をせずバランスよく食べることの重要性を知り、これからの実践活動につなげていきたい。

活動の展開においては、今までの食生活（特に好き嫌い）を振り返り、なぜ好き嫌いをするのか、これからもしてよいのか、価値を葛藤させたい。実践においては、「何でも食べようカード」などを利用し、毎日の成果が目で見えるようにすることで、意欲付けを持続させたい。なお、アレルギー体質等の個人事情や、食事の量には個人差があることを十分に認識させ、自分にあった無理のない範囲で実践させることが大切である。

食に関する知識や考え方だけでなく、食事をとるときの望ましい態度についても考え、学級での給食を楽しいものにしていこうとする自主的、実践的な態度も育てていく。

４．学習の流れ（全１時間）　　　　　　　≪○･･･場の構成、☆･･･評価、◇･･･支援≫
	学習活動
	指導者の役割

	【事前アンケート】

・食べ物の好き嫌い調べ

【学級活動】１時間

「すききらいをしないで食べよう　～楽しい給食～」
【実践活動】
	○終わりの会等に食べもの（食品）の好き嫌い調べをする。

アンケート項目（①好きな食べ物（食品）、嫌いな食べ物（食品）、②なぜすききらいをするのか）

◇担任で集計し、結果をグラフ等にわかりやすくまとめておく。

○アンケート結果をもとに、好き嫌いについて考え、食事の大切さ、楽しい給食について話し合わせる。

◇何でも食べることの重要性を身近な事例から考えさせる。

☆食に興味をもち、何でも食べようとする。（関心・意欲・態度）

☆好き嫌いをしないで食べることの意義を考えることができる。（思考・判断）

☆好き嫌いをなくし、食事を楽しいものにしようとする。（技能・表現）

☆何でも食べることの大切さがわかる。　　　　　（知識・理解）

○給食の時間に実践し、がんばりカードにつける。　　　　　


５．本時の学習

（１）本時の目標

・好き嫌いをなくし、何でもバランスよく食べることが健康な体をつくる上で大切なことを知り、好き嫌いをなくそうと努力する。

・楽しく会話をするなど、友だちと一緒に仲良く給食を食べることができる。

（２）本時の展開　　　　　　　　　　　　　　　 ≪○･･･場の構成、☆･･･評価、◇･･･支援≫
	学習活動
	指導者の役割

	・好き嫌いアンケートを見て気づいたことを話し合う。
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・話し合う。



・がんばりカードに自分のめあてなどを記入する。

・話し合う。

・給食を楽しいものにし、何でも食べようとする意欲を高める。
	◇事前にとったアンケートを集計し、見やすいようにグラフ化しておく。
・好きな食べ物　　嫌いな食べ物
・なぜ、好き嫌いをするのだろうか。
◇好き嫌いをすることのよくない例を見たり聞いたりしたことはないか投げかける。

☆好き嫌いをしないで食べることの意義を考えることができる。（思考・判断）

☆何でも食べることの大切さがわかる。　（知識・理解）

◇今までの経験を出し合うことで、好き嫌いをなくそうとする意欲を高める。

○まずは給食から好き嫌いをなくしていこう。

◇がんばりカードを用意し、記入の仕方を説明し、実践を意欲付ける。また、今日の給食の献立図を見せることで具体的に考えられるようにする。

☆食に興味をもち、何でも食べようとする。

（関心・意欲・態度）

◇個人差や体質上食べられない子に配慮する。

◇楽しい場作りが食欲をそそり、何でも食べようとする意欲を高めることを伝える。

☆好き嫌いをなくし、食事を楽しいものにしようとする。（技能・表現）

◇本時のがんばりを賞賛し、今後の実践活動への意欲付けをする。


６．資料　　「食べ物好き嫌いアンケート」「給食がんばりカード」「今日の給食献立表」














































１．題材名　にんじんをたべよう

（１）本時の目標  
    ・にんじんの働きについて知り、食べようとする意欲を持つ。
（２）本時の展開                           　　≪○･･･場の構成、☆･･･評価、◇･･･支援≫
	学習活動
	指導者の役割

	・「なんのやさいかな？」クイズをする。
・にんじんのはいっている給食の献立を思い出す。
・なぜ、にんじんがよく使われているか考える。
・給食のにんじんを食べた感想を発表する。

	○クイズを通して、給食のにんじんに関心を持つようにする。
○にんじんのはいっている給食の献立には、
　　＊シチュー　　＊肉じゃが
　　＊かきあげ　　＊みそ汁　
　　　　　　　　　　　　　などがあることを確認する。
○にんじんがよく使われている理由を考えさせる。
　 ＊栄養がある
（鼻やのどを強くして、かぜをひきにくくする）
　 ＊赤色が料理をおいしそうに見せてくれる
　 ＊どんな料理にもよく合う　
◇料理カードを用意して、にんじんを付け加えてみる。
☆給食でも、いろいろな献立ににんじんが使われているので、これから食べようという意欲を持つ。（関心･意欲･態度）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　

給食の時間をもっと楽しくするには……





嫌いな食べ物がたくさんある。


食べず嫌いもある。


好き嫌いはわがままかも。








すききらいをせずに食べる工夫を考えよう。





あまいものばかり食べていると虫歯になる。


野菜を食べないと体の調子が悪くなる。


小魚を食べないと骨が丈夫にならない。








給食の準備や後片付けをきちんとする。


きらいなものでも食べられるようにみんなで励まし合う。楽しい会話をする。











すきなものばかり食べていたらどうなるだろうか。





きゅうしょくがんばりカード


じぶんのめあて





月　　日　　　ぜんぶたべた　　　　のこした（　　　　　　　　　　　　　　）























第１学年　特別活動(学級活動)





第１学年　特別活動(給食の時間)





かぜをひきにくくする














なんのやさいかな？ クイズ


きょうのきゅうしょくにはいっています


オレンジいろをしています


あかいしゅるいもあります


１ねんじゅうたべられます





２．資料




















